
2011/3/31
1.茨城循環資源製造所

平成22年2月から平成23年1月まで 販売・外部委託先

混合処理 A社
（燃料として使用）

10,846 ｔ
燃料化

燃え殻 2,136 ｔ B社
汚泥 11,825 ｔ 12,570 ｔ （燃料として使用）
廃油 9,655 ｔ 1,724 ｔ
廃酸 191 ｔ
廃アルカリ 780 ｔ

受け入れ 廃プラスチック類 1,384 ｔ
動植物性残渣 349 ｔ C社
ガラス陶磁器くず 132 ｔ （セメント原・燃料として使用）
鉱さい 217 ｔ 1,467 ｔ
がれき類 2 ｔ 混合処理
ばいじん 1,855 ｔ A社
(特)廃油 71 ｔ セメント （セメント原・燃料として使用）

原・燃料化 7,896 ｔ

17,099 ｔ D社
（セメント原・燃料として使用）

1,918 ｔ

E社
要破砕物 （セメント原・燃料として使用）

649 ｔ

F社
（セメント原・燃料として使用）

4,707 ｔ

破砕処理
汚泥 弊社
廃プラスチック類 セメント原・燃料化処理へ
金属くず 破砕
ガラス陶磁器くず 売却

0 ｔ

受入量 処理前保管量 持出量
28,597 t 51 t 29,207 t

処理後保管量
175 t



2011/3/31
2.川崎循環資源製造所

平成22年2月から平成23年1月まで

外部委託先

燃え殻 981 ｔ 混合処理 A社
汚泥 6,211 ｔ （セメント原・燃料として使用）
廃油 199 ｔ セメント 76 ｔ

受け入れ 廃プラスチック類 1,437 ｔ 原・燃料化
動植物性残渣 0 ｔ B社
金属くず 0 ｔ 8,724 ｔ （セメント原・燃料として使用）
ガラス陶磁器くず 595 ｔ 7,347 ｔ
ばいじん 1080 ｔ

受入量 処理前保管料 持出量
10,503 t 139 t 7,423 t

処理後保管料
0 t



2011/3/31
3.京丹後循環資源製造所

平成22年2月から平成23年1月まで

場内利用
発電

関西電力へ売電

汚泥 137 ｔ
廃油 42 ｔ

受け入れ 廃酸 932 ｔ メタン発酵 脱水 脱水ケーキ 乾燥
廃アルカリ 0 ｔ 7,754 ｔ
動植物性残渣 6,556 ｔ

脱水ろ液

容器入り飲料 内容物 肥料・肥料原料として売却
87 ｔ 813 ｔ
0 ｔ 分離 排水処理 堆肥化
5 ｔ 分離後容器 814 ｔ 弊社
5 ｔ 97 ｔ ・燃料化処理へ

・セメント原料化処理へ

河川放流 外部委託
A社
（肥料原料として使用）

0 ｔ
※「メタン発酵・脱水・乾燥・堆肥化」は一連の工程であり、「脱水」「乾燥」の数量の把握はしておりません。

受入量 処理前保管量 持出量
7,764 t 0 ｔ 813 t

処理後保管量
0.48 ｔ

廃酸
廃アルカリ
廃プラスチック類
金属くず

売却



2011/3/31
4.姫路循環資源製造所

平成22年2月から平成23年1月まで

<燃料化>

燃え殻 燃料として売却
汚泥 7,353 ｔ

受け入れ 廃油
廃酸
廃アルカリ 燃料化 外部委託
廃プラスチック類 A社
ばいじん 10,695 ｔ （燃料として使用）
(特)廃油 3,341 ｔ

燃料化可能物 (特)廃アルカリ

燃え殻 4,520 ｔ
汚泥 60,913 ｔ
廃油 10,332 ｔ
廃酸 72 ｔ
廃アルカリ 961 ｔ <セメント原料化>
廃プラスチック類 1,680 ｔ 外部委託
金属くず 32 ｔ ｾﾒﾝﾄ原料化可能物 燃え殻
ガラス陶磁器くず 15,762 ｔ 汚泥 A社
鉱さい 176 ｔ 廃油 (セメント原料として使用)
ばいじん 4,695 ｔ 廃プラスチック類 セメント原料化 51,273 ｔ
(特)廃油 813 ｔ 金属くず 85,854 ｔ
(特)廃アルカリ 3 ｔ ガラス陶磁器くず ※破砕数量を含む B社
(特)ばいじん 27 ｔ 鉱さい (セメント原料として使用)

ばいじん 20,633 ｔ

C社
(セメント原料として使用)

12,380 ｔ

D社
製鋼原料化又は銅原料化可能物 (セメント原料として使用)

569 ｔ

E社
(セメント原料として使用)

109 ｔ

<金属原料化>

汚泥
金属くず
ばいじん 金属原料化 金属原料として売却
(特)ばいじん

3,997 ｔ 3,997 ｔ

要破砕物

<破砕>
弊社

廃プラスチック類 セメント原料化処理へ
金属くず 破砕
ガラス陶磁器くず 売却

0 ｔ

受入量 処理前保管料 持出量
99,986 t 984 t 99,655 t

処理後保管料
1,416 t



2011/3/31
5.北九州循環資源製造所

平成22年2月から平成23年1月まで

外部委託先

燃え殻 595 ｔ 混練 A社
汚泥 1,968 ｔ （セメント原・燃料として使用）
廃油 2 ｔ セメント 1,529 ｔ

受け入れ 廃プラスチック類 74 ｔ 原・燃料化
紙くず 0 ｔ B社
木くず 57 ｔ 2,282 ｔ （セメント原・燃料として使用）
動植物性残渣 0 ｔ 1,450 ｔ
ガラス陶磁器くず 0 ｔ
金属くず 7 ｔ
鉱さい 0 ｔ
ばいじん 24 ｔ

混練

金属原料化 金属原料として売却
0 ｔ 0 ｔ

受入量 処理前保管量 持出量
2,727 t 51 t 2,979 t

処理後保管量
5 t


